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2020 年 11 月 11 日 

各   位 

会社名 戸田工業株式会社 

代表者名 代表取締役社長 寳來 茂 

（コード番号 ４１００ 東証第１部） 

問合せ先 経営企画室長 友川 淳 

（ＴＥＬ．０８２－５７７－００５５） 

 

連結子会社（戸田ピグメント株式会社）の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年 11 月 11 日開催の取締役会において、当社の 100％子会社である戸田ピグメ

ント株式会社（以下、「TPC」といいます。）を吸収合併（以下、「本合併」といいます。）することを決

議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は、100％子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部

省略して開示しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

TPCは、当社の生業でもある、顔料の製造、販売を行う完全子会社であります。当社は、自社で

も有しております顔料製造・開発・販売・品質管理部門とＴＰＣを業務統合することで、よりスピーデ

ィーかつ効率的に、新規開発・原価低減・拡販活動を実施し、グローバルな競争の激化が進む顔

料事業におけるさらなる競争力の強化を目的として、同社を吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

(1) 合併の日程 

当社取締役会決議日 2020 年 11 月 11 日 

TPC 取締役会決議日 2020 年 11 月 11 日 

合併契約締結日 2020 年 11 月 20 日（予定） 

合併期日（効力発生日） 2021 年４月１日（予定） 

※ 当社は会社法第 796条第２項の規定に基づく簡易合併の手続により、TPCは会社法第

784 条第 1 項の規定に基づく略式合併の手続により、いずれも株主総会の承認決議を経

ずに本合併を行うものであります。 

 

(2) 合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式とし、TPC は解散いたします。 

 

(3) 合併に係る割当ての内容 

当社は TPC の発行済株式のすべてを所有しているため、本合併に際して、株式その他

の金銭等の交付及び割当ては行いません。 



- 2 - 

 

(4) 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．合併の当事会社の概要 

 (存続会社) 

2020 年３月 31 日 現在 

(消滅会社) 

2020 年３月 31 日 現在 

(１)名称 戸田工業株式会社 戸田ピグメント株式会社 

(２)所在地 広島市南区京橋町１番 23 号 

大樹生命広島駅前ビル 

岡山市北区建部町小倉 

822 番地 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 

寳來 茂 

代表取締役社長 

高濱 弘 

(４)事業内容 顔料・磁性材料等の製造、 

加工および販売等 

酸化鉄顔料の製造、加工、

輸入および販売 

(５)資本金 7,477 百万円 10 百万円 

(６)設立年月日 1933 年 11 月 30 日 1997 年７月１日 

(７)発行済株式数 6,099,192 株 200 株 

(８)決算期 ３月 ３月 

(９)大株主及び持株比率 

(2020 年３月 31 日 現在) 

TDK 株式会社     21.86％ 

株式会社広島銀行    3.77％

日本トラスティ・サービス 

信託銀行株式会社 

(三井住友信託銀行再信託分 

・ＴＤＫ株式会社退職給付 

信託口) ※        3.46％ 

戸田工業株式会社 100％ 

(10)直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 2020 年３月期（連結） 2020 年３月期（単体） 

純資産 12,590 百万円 655 百万円 

総資産 43,870 百万円 803 百万円 

１株当たり純資産 1,997 円 25 銭 3,276,961 円 43 銭 

売上高 33,147 百万円 1,198 百万円 

営業利益 △611 百万円 △3 百万円 

経常利益 △1,307 百万円 18 百万円 

当期純利益 △5,285 百万円 10 百万円 

１株当たり当期純利益 △917 円 09 銭 53,097 円 12 銭 

※日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社は、2020 年７月 27 日付で JTC ホールディングス株

式会社及び資産管理サービス信託銀行株式会社と合併し、商号を株式会社日本カストディ銀行

に変更しております。 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の商号、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期につ

いての変更はありません。 
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５．今後の見通し 

本合併は当社 100％子会社との吸収合併であり、当社の連結業績に与える影響は軽微でありま

す。 

以  上 

 


